
東雲の空
Shinonome Sky

2026TOKADAI

F E B → M A R

Vol.132026.3.17

今を掘り下げ、未来を見つめる
桃花台学園通信「東雲の空」

校長 木村則夫

校長 木村則夫

３月６日、第11回卒業証書授与式が挙行され、
３５人の卒業生が本校を巣立っていきました。開
校からこの１１年間で、卒業生の数は342人とな
りました。
今年度の卒業式では、卒業証書を手渡す時に、
一人一人の卒業生と目が合ったことが印象的でし
た。緊張した面持ちの生徒もいれば、にこやかに微
笑んでくれる生徒もいたりと様々でしたが、表情や
立ち振る舞いから、桃花台学園で３年間学んでき
た誇りと、「当たり前のことを当たり前にする」ことがで
きたことによる自信が満ち溢れていたように感じまし
た。生徒に尋ねると「本校に入学してよかった」とほ
とんどの生徒が語り、その理由に①友達ができた

②職場見学、現場実習など就職までの進路指導
が丁寧 ③部活動に打ち込めた ④わかる授業、
自分に合った学習だった といったことを挙げていて、
充実した３年間を過ごすことができたと推察しました。
卒業式の中で、「困った時は、まわりの人たちに

相談してほしい」、「助けを求めることは、決して弱い
ことではない」、「応援してくれる人を増やすことが自
立につながっていく」と卒業生に話をしました。これか
らも自分の歩幅で、自分の気持ちに正直に、自分
の道を進んでいくことを願っています。

進め！自分らしく 誇りと自信を胸に

第１１回卒業証書授与式を挙行し、３５人が桃花台学園を巣立っていきました。

学び舎巣立ち社会へ
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卒業前座談会

卒業を目前にした３年生徒５人と
中村３学年主任が本校で過ごした日々や
卒業後の生活などについて語り合いました。

主任：中学生と今を比べて自分の中で一番変わったところは？

阿久津：中学生のときはあまり人としゃべらなかったけれど、桃花台学園に入ってからはいろい
ろな人とのかかわりがあったので、たくさんコミュニケーションをとれるようになりました。

松住：私も阿久津さんと同じように中学生のときよりコミュニケーションが多くとれるようになり
ました。

西川：３年生になって初めて学級委員長になったことです。忙しかったり、大変な
こともありましたが、いい経験ができてよかった。自分が変わった気がしま
す。あと、友達がたくさんできました。

主任：コミュニケーションがとれるようになったことは、これからの財産になるね。他に変わったところがある
人はいますか？

Pre-graduation Talk : Students & Grade head

加室：やるときはみんなでやることでしょうか。

阿久津：自分一人でいろいろするみたいな・・・。誰かに任せきりでなく、自分のことは自分でする
            ということだと思う。

松住：自分の力だけでやっていく感じだと思う。

西川：職場の人と仕事しながら楽しんだり、気持ち
         の切り替えをしたりできることかと思います。
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大神田：中学生と比べてというよりも、（桃花台の）１年から今の方がすごく変化が
ありました。１年のときは授業中に廊下に出てしまうことなどがありましたが、
２年の最初に「このままじゃいけない」と思って変われたと思います。

主任：みんな校訓の「挑戦・克己・自立」を知っているよね。「自立」って何だと思う？

大神田：学生から社会人になり、自分で「立つ」ことです。



桃 花 台 歳 時 記 Seasons of TOKADAI
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「やらない後悔、やって後悔」 ３学年主任 中村 雅美 Masami Nakamura

本校１１年目。数学専攻のリケジョでありながら、生徒の表現力を引き出す指導にも熱心である。プロ級マジシャンの顔をもつ。

農業生産コース所属の２年は２月２７日（金）、笛吹市御坂町下黒駒にあるローズ
ファームの岩内利律子さんを招き、コサージュ製作をしました。
岩内さんには毎年２月下旬のこの時期に講師を務めていただき
製作の手順やコツなどを丁寧に教えてもらっています。

農場での実習と違い、いつも以上に集中してコサージュを仕
上げました。製作したコサージュは卒業証書授与式の際、卒業生の胸元を飾りました。

卒業する３年生に感謝の意を込めて

毎年恒例のコサージュづくり

昼休みの時間、地域コミュニティエリアに集まり
それぞれの思いを語った＝３月２日

主任：どんな社会人になりたいですか？

西川：親に少しでも恩返しできるようにしたい。大阪へ旅行に行ったり、食べに行ったり・・・。

松住：切り替えのできる社会人になりたい。

阿久津：病院で事務職に就きます。お金の計算がいろいろあるので、
数え間違いしないように気を付けたい。

松住：家族で県外旅行に行きたいです。近場なら静岡がいいですね。

一生懸命やり遂げられる
そんな社会人になりたい

阿久津：親に何かプレゼントで買ってあげたい。あとは自分に必要な物、自転車がパンクして直して
            もらったんですけど、またパンクする可能性があるので、新しく自転車を買ったりとか、そうい
            うことに使いたいです。

加室：親にプレゼントや旅行に連れていきたい。貯金もしてゲームなどの趣味に使いたいです。

主任：親へのプレゼント、ぜひ実現させてくださいね。自転車で毎日通勤するようだから、乗るた
びに「私の初給料で買ったんだ」という気持ちになるよね！ここまでみなさんに語ってもら
いましたが、社会に出る不安よりも期待や楽しみの方が多くあるようだから安心しました。
卒業まであと３、４日ぐらいになりますが、悔いのないように過ごしてください。

西川：大変な仕事でも、一生懸命やり遂げられる社会人を目指し
たいです。

主任：初任給をもらったらどうしたい？

加室：清掃会社に就職するんですけど、辞めないでずっと働き続
け、お金を貯めて好きな物を買ったり、友達と遊んだりして
生活したいです。

私はどちらかというと、「やって後悔」のタイプです。もう、後悔だらけです。「やって後悔」は本当に恥ずかし

いことが多いのですが、後悔したままではつらいので、「次にどうすればよいか」を考える癖がつきました。また、
後悔しないで「やる」ために、リハーサルをしたり、地道に練習したりすることの大切さも分かるようになりました。
同じ後悔はしない。こんなことを繰り返して、後悔ばかりの自分を許してきたような気がします。
卒業生の皆さんは、どちらのタイプでしょうか。いずれにしても、前もってよく考えることがとても大切なんだろ

うと思います。いっぱい考えて、練習もして、決断する。そうすれば、どちらを選択したとしても、後悔だけではない「何か」が残ると思い
ます。卒業生の前途に幸あれ、と祈っています。

講師の岩内さん（左）に相談する生徒
＝農業生産実習室

大神田：生活のお金を残しておきながら、自分の趣味の物に使ったり、今までいろいろして
            くれた親に好きな物を食べさせたり、形に残る物をプレゼントしたいです。



１１期生の企業就労率は

３月６日（金）に卒業した生徒は
４月から企業等に就職して社会人に
なります。
企業への就労見込み率は、左の円

グラフのとおりです。

企業就労94%

１１期生

就労先などの詳細は定期発行して
いる「進路だより」でご確認を。

進路だより

生徒会は昨年９月から１０月にかけて、創立１０周年記
念の一環として学校の花と木の募集を全校生徒・教職員に
行いました。アンケート結果を受け、２月９日（月）生徒
総会で学校の花は「桃」、木は「金木犀（キンモクセイ）」

にすることを提案し、満場一致で承認されました。

ちなみに学校の色、スクールカラーは「東雲色」です。
本校が開校した平成２７年度に制定されました。

しののめいろ

学校敷地内にある
桃と金木犀の木

３年総合的な探究の時間

「ようこそセンパイ」
２月１７日（火）

学校の花と木が決定！

本校卒業生５人をゲストに
いろいろな「リアル」について聞き

たくさん質問しました。
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製造業、小売業、サービス業の各業種に分かれ、働いているセンパイから業種ならではのこと、職場のあれこれに
ついてリアルに話してもらいました。
▨平成２９年度卒のセンパイは食品製造業に就きましたが、転職し現在は小売業で働いています。この転職し
た理由について聞くと、「前の職場では仕事を終えて帰宅したら、疲れてしまい家のことが何もできなかった。平日で
も仕事終わりに友達とご飯や買い物に行くことをしたかったから」と答えてくれました。転職とともに一人暮らしを始め、
今では結婚し、家庭を築いています。センパイから最後に、「今悩んでいることの答えを出せるのはもう少し先。あき
らめずに悩んで答えを探し続けて！」と後輩へアドバイスがありました。
▨令和４年度卒のセンパイは機械製造業に勤めて３年目。勤務時間の質問には、「７～８時間が基本だが、
忙しいときは残業もある。その分、お金をもらえるし、頼られている感じがしてうれしい」と回答。仕事上大変なことは、
「人間関係で普段から仲良くよい関係ができていないと仕事はうまくいかない」とのこと。結婚し、もうすぐ子供が生ま
れるのが楽しみと
話してくれました。

社
会
人
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分科会「働くリアル」に続いて、全体会「社会人リアル」では仕事や職場、車の免許、趣味や休日の過ごし方などセン
パイの本音トークが聞けて、社会人になる心構えについて多く学ぶことができました。
▨仕事や職場について、令和４年度卒業生は小売業に勤務していますが、「精神面や体力面で入社した半年ほど
は辞めたいと思った。少しずつ気持ちも体も慣れてきた。学生より社会人の方が楽しい」と笑いを交えて話してくれました。
▨車の免許について、令和２年度卒で清掃会社で働いているセンパイは、「桃花台学園を卒業し、空いた時間にひ
たすら勉強し、入社前日の３月３１日に免許が取れた」とのこと。移動範囲が広がり、自分の行きたいところに行くなど
うらやましい話が聞けました。
▨趣味や休日について、令和５年度に卒業したセンパイは食品製造に勤め、「友達とゲームをしたり、ライブに行った
り」とリフレッシュをし充実した過ごし方をしていると教えてくれました。他のセンパイは、家で動物とじゃれ合う、職場の人と
バドミントンやフットサル、飲み会、買い物などそれぞれの休日シーンを話してくれました。

清掃会社に勤務するセンパイを
囲んでリアルな話を聞く生徒
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